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岐阜県緑化功労者表彰及び岐阜県林業経営
コンクールの表彰式を開催しました

ご自由に お持ちください。

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

●詳しくは３ページをご覧下さい
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ご自由に お持ちください。

森林のたより
も　 　　り

岐阜県緑化功労者表彰及び岐阜県林業経営
コンクールの表彰式を開催しました

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

11月7日㈯～
11月8日㈰

オープンキャンパス
in翔楓祭
（森林文化アカデ
ミー学園祭）

岐阜県立森林文化アカデミーは、林業、森林環境教育、木
造建築、木工の分野で活躍できる人材を育成している専修
学校です。入学を検討されている方を対象に、オープンキャ
ンパスを開催します。
●時間：10時から15時まで
●内容：学校紹介、教員との面談、入試過去問の配布等
●参加費：無料

森林文化アカデミー
（美濃市曽代８８）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL https://www.forest.ac.jp

11月16日㈪～
11月30日㈪

令和３年度森林文化
アカデミー入学試験
（第2回）願書受付期間

●森と木のエンジニア科（入試２）：12月11日（金）
●森と木のクリエーター科（入試２）：12月12日（土）
●入学願書（学生募集要項）については、ホームページ
（https://www.forest.ac.jp/）からダウンロードできます。

森林文化アカデミー
（美濃市曽代８８）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL https://www.forest.ac.jp

11月21日㈯
（雨天1日順延）

岐阜県伐木安全
技術評価会

新規、中堅技術者によるチェンソー操作の安全技術レベル
を評価する大会を開催する。
●定員：新規技術者 10名、中堅技術者 10名
　　　　見学者 80名

美濃市曽代　台山ヒロック

森林整備課
058-272-8491

12月5日㈯
ぎふ
森のようちえん
フォーラム

県内で森林空間を活用した自然保育（森のようちえん等）を
展開する個人や団体を対象にぎふ森のようちえんフォーラ
ムを開催します。
●時間：13:30～15:30
●内容：ぎふ森のようちえんアワード表彰、基調講演、トー
　　　  クセッション

森林文化アカデミー
（美濃市曽代８８）

恵みの森づくり推進課
058-272-8821

12月11日㈮ 狩猟免許試験

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：11/6～11/20
　※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記に
　　お問い合わせください。

揖斐川町地域交流センター
（揖斐郡揖斐川町上南方 27 番地 7）

各地域を所管する県事務所
または環境企画課
058-272-1111（内線 2701）

森林・林業関係イベントカレンダー（11~12月）
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　県林政部では、公共工事施工者の技術力に加え、創意工夫や地域貢献活動などの取組みを奨励し、施工者の意欲
の増進を図るとともに、建設産業の社会的評価を高めるため、優良工事施工者表彰を実施しています。
　今年度は、林政部が発注した工事のうち、令和元年度に完成した172件の中から、林政部長表彰４件及び農林事務
所長表彰8件を選定し、令和２年９月９日（水）に、岐阜県議会棟会議室において、林政部長表彰受賞者を対象とした
表彰式を開催しました。
　受賞されました皆様方には、地域の建設業の模範として、より一層ご活躍いただくことを期待しています。

令和２年度林政部優良工事施工者表彰式を開催
～ 林政部長表彰 ～

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058ｰ272ｰ1111 内線（3020） 林政課政策企画係まで

○令和２年度林政部長表彰の受賞者

●岐阜県緑化功労者表彰について、詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８－２７２－８821 恵みの森づくり推進課緑化推進係まで
●岐阜県林業経営コンクールについて、詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８－２７２－８４91 森林整備課スマート林業推進係まで

「岐阜県緑化功労者表彰」及び「岐阜県林業経営コンクール」の表彰式を開催！

　県では、多年にわたり緑化運動への功績が顕著であった個人・団体を「岐阜県緑化功労者表彰」として、また優
良な林業経営を行う林業経営者・法人・団体等を「岐阜県林業経営コンクール」において、毎年表彰しています。
　このたび、３者（個人・団体）の方が受賞され、１０月６日に岐阜県庁で表彰式を開催しました。

受賞者
●岐阜県緑化功労者表彰
　特定非営利活動法人
　ぎふし森守クラブ（岐阜市）
●岐阜県林業経営コンクール
　［団体］
　和良財産区管理会（郡上市）
　［個人］
　桑原 善吉さん（岐阜市）

受 賞 者 表　彰　対　象　工　事

㈱古川組 西治第 3016 号
復旧治山事業　奥谷地区工事（補正）

山腹工事
（西濃農林事務所管内）

㈱山晃
揖林第 3103 号　
農山漁村地域整備交付金事業
林道春日・久瀬線開設工事

林道開設工事
（揖斐農林事務所管内）

丸ス産業㈱ 中治第 3007 号
県単治山工事　杉ヶ鼻

山腹工事
（中濃農林事務所管内）

㈱金子工業
下治第 3009 号
公共災害関連緊急治山事業
門洞地区工事

山腹工事
（下呂農林事務所管内）
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

マルバノキ

183

伐採旗設置制度についての詳細は？
下記URL「伐採旗設置制度について」を参照してください。
https://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/shinrin-keikaku/11511/bassaibata.html

3

制度の目的は？
合法伐採を行う森林の目印として伐採旗を設置し、合法伐採箇所
の判別を容易にすることで、違法伐採の防止を図るとともに環境
に配慮した伐採を進めます。

制度の概要は？
下記の伐採を行う現場に伐採者が伐採旗を設置します。

2

1

旗の設置対象
設置する旗
旗の交付者
設 置 期 間

１ha以上の皆伐
伐採届出旗

市町村
伐採開始日～造林完了まで

全ての皆伐
伐採許可旗

県（農林事務所）
伐採開始日～伐採終了まで

種　　類 普　通　林 保　安　林

伐採旗設置制度のお知らせ
ばっ　　さい　　ばた

皆伐（普通林は1ha以上）を行う場合は、伐採現場に伐採旗を設置してください。

●詳しい内容を知りたい方は、林政課森林計画係（TEL 058-272-8471）、治山課森林管理係（TEL 058-272-8528）まで

伐採届出旗 伐採許可旗

　森林経営管理法が平成31年4月1日に施行され1年以上が経過しました。県内では、森林のある市町村（34市町村）
のうち20市町村が意向調査の準備に着手、6市町が意向調査(459.74ha)、そのうち1市が森林整備（間伐24.62ha）
を実施しました。
　本年4月号では、県内で初めて、本制度を活用して森林整備まで取り組まれた「恵那市」の事例を紹介しました。今回
は、県内で私有林人工林面積が最も大きい「郡上市」の事例を紹介します。

森林経営管理制度について

　本制度等を活用し、森林整備を推進することで、山崩れや水源涵養等の森林の持つ公益的機能の発揮につながります。
県としては、本制度の運用に係る市町村の課題を解決するため、弁護士などの専門家による研修会等を開催しています。今
後も引き続き市町村の支援を行い、森林の適正な管理を促進していきます。

　郡上市では、災害リスクの条件（森林経営計画が設定されていない・過去に森林施業が行われていない・民
家裏の山腹崩壊、谷筋等の土砂流出の恐れがある森林）を設定して対象森林を抽出し、特に災害リスクの高い 2
箇所（53.78ha）の森林の所有者に対して、森林経営管理制度に基づく意向調査を実施しました。この意向調査
から経営管理権集積計画までの業務を市内全域の森林の状況に精通している郡上森林マネジメント協議会（構
成員：郡上森林組合ほか 6 団体）に委託することで、森林所有者と円滑な意思疎通が図られ、効率よく事業を
進められています。

●詳しい内容を知りたい方は　TEL 058-272-1111 内線（302３）林政課森林企画係まで
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り
、

種
小
名cercidifolius

はC
ercis

（
ハ

ナ
ズ
オ
ウ
属
）
＋foliatus

（
葉
の
あ
る
）

と
い
う
意
味
で
す
。

　

岐
阜
県
で
は
郡
上
地
域
か
ら
東
濃
地

域
で
見
ら
れ
、
特
に
郡
上
地
域
で
は
ど

こ
で
も
見
ら
れ
る
樹
木
な
の
で
す
。
全

国
的
な
自
生
地
は
富
山
、
長
野
、
岐
阜
、

愛
知
、
三
重
、
滋
賀
、
岡
山
、

広
島
、高
知
の
各
県
に
限
ら
れ
、

富
山
や
三
重
、
岡
山
、
高
知
で

は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

分
布
が
点
在
す
る
の
は
、

最
終
氷
期
の
遺
存
種
（relict 

species

）
で
あ
る
た
め
と
考

え
ら
れ
、
広
島
県
廿
日
市
市
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伐採旗設置制度についての詳細は？
下記URL「伐採旗設置制度について」を参照してください。
https://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/shinrin-keikaku/11511/bassaibata.html

3

制度の目的は？
合法伐採を行う森林の目印として伐採旗を設置し、合法伐採箇所
の判別を容易にすることで、違法伐採の防止を図るとともに環境
に配慮した伐採を進めます。

制度の概要は？
下記の伐採を行う現場に伐採者が伐採旗を設置します。

2

1

旗の設置対象
設置する旗
旗の交付者
設 置 期 間

１ha以上の皆伐
伐採届出旗

市町村
伐採開始日～造林完了まで

全ての皆伐
伐採許可旗

県（農林事務所）
伐採開始日～伐採終了まで

種　　類 普　通　林 保　安　林

伐採旗設置制度のお知らせ
ばっ　　さい　　ばた

皆伐（普通林は1ha以上）を行う場合は、伐採現場に伐採旗を設置してください。

●詳しい内容を知りたい方は、林政課森林計画係（TEL 058-272-8471）、治山課森林管理係（TEL 058-272-8528）まで

伐採届出旗 伐採許可旗

　森林経営管理法が平成31年4月1日に施行され1年以上が経過しました。県内では、森林のある市町村（34市町村）
のうち20市町村が意向調査の準備に着手、6市町が意向調査(459.74ha)、そのうち1市が森林整備（間伐24.62ha）
を実施しました。
　本年4月号では、県内で初めて、本制度を活用して森林整備まで取り組まれた「恵那市」の事例を紹介しました。今回
は、県内で私有林人工林面積が最も大きい「郡上市」の事例を紹介します。

森林経営管理制度について

　本制度等を活用し、森林整備を推進することで、山崩れや水源涵養等の森林の持つ公益的機能の発揮につながります。
県としては、本制度の運用に係る市町村の課題を解決するため、弁護士などの専門家による研修会等を開催しています。今
後も引き続き市町村の支援を行い、森林の適正な管理を促進していきます。

　郡上市では、災害リスクの条件（森林経営計画が設定されていない・過去に森林施業が行われていない・民
家裏の山腹崩壊、谷筋等の土砂流出の恐れがある森林）を設定して対象森林を抽出し、特に災害リスクの高い 2
箇所（53.78ha）の森林の所有者に対して、森林経営管理制度に基づく意向調査を実施しました。この意向調査
から経営管理権集積計画までの業務を市内全域の森林の状況に精通している郡上森林マネジメント協議会（構
成員：郡上森林組合ほか 6 団体）に委託することで、森林所有者と円滑な意思疎通が図られ、効率よく事業を
進められています。

●詳しい内容を知りたい方は　TEL 058-272-1111 内線（302３）林政課森林企画係まで
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
杉
本

　和
也

「
ド
ロ
ー
ン
で
３
D
測
量
す
る
」

　令和２年７月２２日に岐阜県立森林文化アカデミーにオープンした森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプロ
グラムについてご紹介します！今回は、大人のためのプログラムである「リラックス・ラン　～森林浴×トレッキング×ときどき、ラ
ン～」、「MYハンモックでリラックス」です。

プログラム紹介！！

　morinosでは、大人から子どもまで、すべての人と森をつなぐことを目的と
しています。つなぐ方法はいろいろありますが、まずは心の底から楽しむこと
が最も大切であると考えています。「心の底から楽しむ」というと子どもが楽
しむことを思い浮かべてしまいますが、大人こそ本気で楽しむことが必要だ
と考えています。大人が楽しむことで子どもも楽しむことができます。
　morinosでは、大人のための魅力的なプログラムを実施しています。

　まずは、「リラックス・ラン　～森林浴×トレッキング×ときどき、ラン～」
です。
　上り坂はゆっくりと歩きながら、様々な自然を紹介していきました。しばら
く登ると、美濃市街が一望できる通称「見晴らし岩」へ。

　見晴らし岩を下り、ウラジロが茂る斜面を駆け抜けて登ったところで再び休憩。
　ここは苔むした作業道ですが、全員寝そべって空を眺めました。樹冠の隙間から
の木漏れ日が気持ち良かった～。
　森の中で静と動を織り交ぜた活動は、リフレッシュとリラックス、両方の効果が
あったようです。

　「MYハンモックでリラックス」では、キャンプブームやおうちキャンプの影響
で関心が高まっているハンモックを自分でつくることができます。 一度乗ると
わかりますが、あのゆらゆらした感覚、揺りかごに入れられていた赤ん坊の頃を
思い出すようです。
　今回作るハンモックは、チェアー型と呼ばれる幅の狭いタイプで、スタンドや
木にかけて、座ってくつろぐハンモックです。
　ハンモックの編み方は極めてシンプル。好きな色の糸を選んで枠の間に縦糸
を必要数巻いて、その後、前後互い違いに交差させ、編みこんでいきます。真剣
です。
　そして作業を進めることを、3時間ちょっと。無事に世界に１つだけの「MYハ
ンモック」が完成しました！ いい笑顔をしてくれました。

　morinosでは、様々なプログラムを準備して、多くの皆様のお越しをお待ちしております。興味を持ってくださった方は、morinosの
ホームページ、動画YOU TUBEをご覧ください。

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YOU TUBE

開　所　時　間

定 　 休 　 日

　

価
格
は
様
々
で
す
が
、
年
間
で
数
十
万
の

ソ
フ
ト
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
無
料
で
解

析
で
き
る
ソ
フ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
手
順
が

煩
雑
で
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
の
作
成
は
困
難

で
す
。
有
料
ソ
フ
ト
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
し
た
画
像
か
ら
、
簡
単
に
G
I
S
で
重

ね
合
わ
せ
可
能
な
オ
ル
ソ
画
像（
空
中
写
真

の
位
置
ズ
レ
を
修
正
し
、
正
し
い
位
置
情

報
を
付
与
し
た
も
の
）や 

D
S
M（D

igital 

S
urface M

odel

の
略
で
建
物
や
地
表
面

の
高
さ
デ
ー
タ
の
モ
デ
ル
）を
作
成
し
て
く

れ
ま
す
。

林
業
分
野
で
の
活
用

　

林
業
で
も
面
積
の
測
量
や
素
材
材
積
の
計

測
を
同
様
の
技
術
を
用
い
て
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
面
積
の
測
量
は
急
な
斜
面
を

ポ
ー
ル
を
用
い
て
歩
き
回
ら
な
く
て
も
で
き

る
の
で
、
業
務
の
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す

（
た
だ
し
空
中
の
写
真
や
3
D
結
果
な
ど
か

ら
境
界
を
判
断
で
き
る
こ
と
が
条
件
）。

　

土
木
現
場
と
違
い
、
林
内
な
の
で
飛
行
さ

せ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
技
術
が
必
要
だ
っ

た
り
、
材
積
の
計
測
に
は
正
確
な
地
表
面
の

標
高
デ
ー
タ
が
必
要
だ
っ
た
り
、
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
林
業
に
お
い
て
も
3
D
測
量
を
活
用
で

き
る
場
面
は
増
え
て
い
き
そ
う
で
す
。

林
業
で
も
導
入
が
進
む
ド
ロ
ー
ン

　

林
業
で
も
ド
ロ
ー
ン
を
有
効
活
用
し
よ
う

と
い
う
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ア
カ
デ

ミ
ー
で
も
１
台
所
有
し
、
構
内
の
撮
影
か
ら

測
量
ま
で
、
様
々
な
場
面
で
活
用
し
て
い
ま

す
。
主
な
活
用
方
法
と
し
て
は
、
①
重
た
い

も
の
を
斜
面
上
に
運
ぶ
、
②
上
空
か
ら
撮
影

す
る
、
③
測
量
す
る
、
こ
の
３
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。「
①
重
た
い
も
の
を
斜
面
上
に
運

ぶ
」ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
苗
木
、
滑
車
、
リ
ー

ド
ロ
ー
プ
な
ど
が
あ
り
、
各
地
で
実
用
化
も

進
ん
で
い
ま
す
が
、
大
型
の
ド
ロ
ー
ン
が
必

要
な
た
め
、
専
門
の
会
社
に
お
願
い
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。「
②
上
空
か
ら
撮
影
す

る
」は
安
価
な
小
型
ド
ロ
ー
ン
で
も
可
能
な

た
め
、
林
業
事
業
体
で
も
取
り
組
む
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。
今
日
紹
介
す
る
の
は「
③

測
量
す
る
」で
ド
ロ
ー
ン
＆
解
析
ソ
フ
ト
が

あ
れ
ば
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
画
像
を
も

と
に
3
D
で
表
示
し
た
り
、
面
積
や
体
積
を

計
測
し
た
り
で
き
ま
す
。

m
o
r
i
n
o
s
を
3
D
に

　

ア
カ
デ
ミ
ー
に
今
年
オ
ー
プ
ン
し
た

m
o
r
i
n
o
s
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
て

3
D
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

S
tructure from

 M
otion

（S
fM

）と

呼
ば
れ
る
画
像
処
理
技
術
を
使
っ
て
、
3
D

デ
ー
タ
に
し
て
お
り
、
高
さ
や
幅
の
計
測
が

可
能
で
す
。
土
木
の
建
設
現
場
で
は
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
3
次
元
測
量
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
以
外
に
必
要
な
も
の

　

3
D
で
測
量
す
る
に
あ
た
り
必
要
な
も
の

は
、
ド
ロ
ー
ン
を
自
動
飛
行
さ
せ
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
と
画
像
解
析
ソ
フ
ト
で
す
。
S
f
M

技
術
を
使
う
た
め
に
は
、
一
定
間
隔
で
重
な

り
合
う
写
真
を
撮
影
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
が
、
手
動
だ
と
な
か
な
か
運
転
が
難
し
く
、

撮
影
ボ
タ
ン
を
頻
繁
に
押
す
必
要
が
あ
り
面

倒
で
す
。
自
動
制
御
ア
プ
リ
で
飛
行
計
画
を

作
成
す
れ
ば
、
そ
の
と
お
り
に
ド
ロ
ー
ン
が

飛
ん
で
く
れ
ま
す
。
ア
プ
リ
の
価
格
も
無
料

か
ら
有
料
の
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

画
像
解
析
ソ
フ
ト
はD

rone2M
ap

（E
S

R
I

社
）、M

etashape
（A

gisoft

社
）、T

erra 

M
apper

（
テ
ラ
ド
ロ
ー
ン
社
）、P

ix4D

（P
ix4D

社
）な
ど
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
会
社

か
ら
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

図　morinosの3D
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　令和２年７月２２日に岐阜県立森林文化アカデミーにオープンした森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプロ
グラムについてご紹介します！今回は、大人のためのプログラムである「リラックス・ラン　～森林浴×トレッキング×ときどき、ラ
ン～」、「MYハンモックでリラックス」です。

プログラム紹介！！

　morinosでは、大人から子どもまで、すべての人と森をつなぐことを目的と
しています。つなぐ方法はいろいろありますが、まずは心の底から楽しむこと
が最も大切であると考えています。「心の底から楽しむ」というと子どもが楽
しむことを思い浮かべてしまいますが、大人こそ本気で楽しむことが必要だ
と考えています。大人が楽しむことで子どもも楽しむことができます。
　morinosでは、大人のための魅力的なプログラムを実施しています。

　まずは、「リラックス・ラン　～森林浴×トレッキング×ときどき、ラン～」
です。
　上り坂はゆっくりと歩きながら、様々な自然を紹介していきました。しばら
く登ると、美濃市街が一望できる通称「見晴らし岩」へ。

　見晴らし岩を下り、ウラジロが茂る斜面を駆け抜けて登ったところで再び休憩。
　ここは苔むした作業道ですが、全員寝そべって空を眺めました。樹冠の隙間から
の木漏れ日が気持ち良かった～。
　森の中で静と動を織り交ぜた活動は、リフレッシュとリラックス、両方の効果が
あったようです。

　「MYハンモックでリラックス」では、キャンプブームやおうちキャンプの影響
で関心が高まっているハンモックを自分でつくることができます。 一度乗ると
わかりますが、あのゆらゆらした感覚、揺りかごに入れられていた赤ん坊の頃を
思い出すようです。
　今回作るハンモックは、チェアー型と呼ばれる幅の狭いタイプで、スタンドや
木にかけて、座ってくつろぐハンモックです。
　ハンモックの編み方は極めてシンプル。好きな色の糸を選んで枠の間に縦糸
を必要数巻いて、その後、前後互い違いに交差させ、編みこんでいきます。真剣
です。
　そして作業を進めることを、3時間ちょっと。無事に世界に１つだけの「MYハ
ンモック」が完成しました！ いい笑顔をしてくれました。

　morinosでは、様々なプログラムを準備して、多くの皆様のお越しをお待ちしております。興味を持ってくださった方は、morinosの
ホームページ、動画YOU TUBEをご覧ください。

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YOU TUBE

開　所　時　間

定 　 休 　 日
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内装木質化
岐阜県立岐阜城北高等学校
　　　　　　　　児童文化実習室

　　　　　　　　　　岐阜市三田洞４６５-１

木の香る
ぎふの施設

92

施設の経緯
　本校の児童文化実習室は、当初は、被服の製作や展示のた
めの教室でした。現在は、被服製作のほか、幼児保育の実習に
利用していますが、床はピータイルの劣化がひどく、特に実習
中は大変使いにくい状態でした。
　今回の床の木質化工事では、県産のスギ材をふんだんに
使ったことにより、温かみのあふれる実習室に生まれ変わりま
した。

ここに注目！！
　天然スギ材のフローリングと耐震性のある造りつけの棚で安
全に配慮した部屋です。園児を招いての交流会が楽しみです。

利用者の様子
　木質化した実習室内は明るく、木の手触りも良く、生徒たちは
「美しい実習室を大切に使おう！」と笑顔で実習に励んでいます。

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 令和元年度

構造
延床面積

鉄筋コンクリート造
320,39㎡

施設用途 学校施設

木材使用量
使用樹種

4.47㎥
スギ（県産材100％）

１０,１７５千円（県有施設木質化等推進事業）全体事業費

■問い合わせ先
　岐阜県立岐阜城北高等学校
　ＴＥＬ 058-237-5331

株式会社　山田建築事務所

株式会社　土本建設

令和元年12月11日～令和2年3月25日

設 計 者

工　　期

施工業者

施設全景

利用する生徒の様子

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

7

【事業目的】

【実施内容】

【水みちの連続性の回復】

●詳しい内容を知りたい方は ＴEL 058-272-1111 内線（3187） 農地整備課総合整備係まで

用排水路・河川落差解消支援事業

農業用排水路内の落差 魚類調査（効果検証）

　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

　河川と水田をつなぐ農業用排水路の多くは多種多様な魚類が生息し、自然豊かな環境となっています。
　しかし中には、農業用排水路内にある落差（段差）により、河川と水田間の連続性が分断され、魚類の遡上が困難
となっている箇所があります。　
　この落差を解消することで、水みちの連続性を回復させ、多種多様な魚類種を育む水田周辺の水域環境の再生を
行います。

❶農業用排水路落差解消の整備
　農業用排水路内の落差（段差）を解消するための整備を行います。
　【事業主体：市町村等、補助率１０／１０以内（上限５，０００千円）】

❷河川－農地における生態系ネットワーク解析技術開発の支援
　農業用排水路や水田といった面的な広がりを持った水みちの連続性を確保するため、魚類の生息状況と落差
　の因果関係を調査し、農業用排水路内の落差解消効果研究の支援を行います。
　【実施主体：岐阜県水産研究所】

改修前（関市 千疋地区） 改修後（関市 千疋地区）

魚が遡上する
ようになった！
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　の因果関係を調査し、農業用排水路内の落差解消効果研究の支援を行います。
　【実施主体：岐阜県水産研究所】

改修前（関市 千疋地区） 改修後（関市 千疋地区）

魚が遡上する
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　今回は本誌8月号でお話ししたカマキリの続き。ちびちゃんた
ちが飼っているカマキリは、次々と死亡しわずか4匹となってし
まった。死んでしまえばちびちゃんたちが悲しむ。この4匹はな
んとしても成虫にしなければと思った。そこで飼育箱を大きくし、
1箱に２匹ずつ入れて飼うことにした。空間が広くなり、環境が
良くなると考えたからである。しかし、変わらなかった。今まで
通り天井につかまり、逆さになってじっとしているだけなのであ
る。それでもちびちゃんたちは興味深そうに見ていた。ちょうど
このころ小学校が再開された。３女のＮちゃんは今年から一年生
なので、初登校だ。大きなランドセルを背負って喜んで出かけた。
学校が始まると新しい友達ができるので、カマキリへの興味が
薄れるだろうと思った。しかし、違った。姉のIちゃんと毎日観
察しているのである。しかも「おじいちゃん、なぜカマキリはい
つも逆さまになっているの」「このカマキリ虫を捕まえないよ。
それで大きくならないの」などと、今までと違ったことを聞いて
くるようになった。観察力がついてきているのだと、嬉しくなっ
た。しかし、ちびちゃんが喜ぶのは、やはりカマキリが虫を捕ま
えて食べ始めた時。「おじいちゃん、バッタを食べているよ」「捕
まえたのに、食べずに捨ててしまったよ」と話してくれた。ちび
ちゃんたちの声を聞いていると心が和んでくる。まさに至福のひ
と時だ。

×　　×　　×　　×
　カマキリの餌は生きている昆虫だ。だから飼育は大変である。
虫を捕って、与えなければならないからだ。しかも、成虫にな
るには６か月以上。この間の時間と労力は計り知れない。私は気
が重かった。しかし、ちびちゃんたちが飼いたいというので、餌
捕りを覚悟した。これが本音である。やはり餌捕りは大変だった。
初めの頃は毎日2時間。近くの山へ出かけた。捕れないと半日
かかることもあった。急に雷雨となりびしょぬれになって捕虫網
を振ったこともある。これをカマキリに与える。それを食べて成
長する。そのうちに大きな虫を食べるようになり、餌捕りは楽に
なってきた。ちびちゃんたちは飼育箱の中へ、いろいろな虫を
入れてカマキリを見ていた。カマキリが大きな鎌足を広げて虫
を襲って食べ始めると「わー、すごい」と声をあげていた。カ
マキリの様子を見るのがちびちゃんたちの日課。そのお陰で「カ
マキリが１番好きなのはこの虫で次がこのバッタだよ」「コガネ
ムシとこの変な虫は食べないよ」などと私の知らないことを話
してくれた。私自身、勉強になった。

×　　×　　×　　×
　７月２０日、Ｙちゃんが「カマキリが変だよ」と知らせに来た。
脱皮の最中であった。止まり木につかまり殻を脱いでいく姿が異

様な光景だったのだろう。ちびちゃんたちは真剣に見ていた。
脱皮直後の白い体が緑色になっていく姿は神秘的であった。そ
の5日後、別のカマキリが脱皮を始めた。すると、その最中に
数匹のバッタがその体の上を飛び跳ねていった。苦しかったの
だろう。しばらくもがいていたが、死亡してしまった。ちびちゃ
んたちは悲惨な光景を目にし「かわいそう」と哀れんでいた。
脱皮中のカマキリの体はふにゃふにゃで、時間がかかる。なぜ、
こんな脱皮をするのか。これが生き残り戦術なのだろうか。と
考えてしまった。７月３０日、数日前から元気のなかった１匹が死
亡。残り２匹となってしまった。しかし、この２匹も獲物を襲わ
ないし、動きも鈍い。大丈夫だろうかと心配になってきた。８月
４日、「おじいちゃん、虫の数が全然減ってないよ。餌を食べて
いるの」とIちゃん。確かに元気がない。これでは２匹とも死ん
でしまう。ちびちゃんたちの悲しむ顔が目に浮かんだ。予想通
り翌日の朝に１匹死亡。その夜に残りの１匹も死亡した。卵から
産まれ142日間の命で
あった。ちびちゃんたち
はカマキリの変わり果て
た姿を見て「このカマキ
リは大事にとっておいて
ね」といった。ちびちゃ
んたちのカマキリへの愛
情。胸が詰まった。その
カマキリは標本箱の中で
眠っている。

×　　×　　×　　×
　ちびちゃんたちは生まれたばかりのカマキリを142日間見てき
た。この間、カマキリの生きる姿を観察し、勉強になったと思う。
これはちびちゃんたちの宝だ。間違いなく宝だと思った。宝と
いえば私自身もカマキリの餌捕りをしたお陰で、思いもしない
宝物を手にすることができた。珍品のオオタコゾウムシを採った
のである。私は２頭採集しているが、２０年以上も前。それが補
虫網にバッタと一緒に入っていたのである。嬉しかった。思わず
「採った！」と胸が熱くなった。その後は、ここでオオタコゾウム
シを探し、ついでにカマキリの餌捕りをするようにした。これが
正解だった。さらに1匹採れたのである。しかし、ここは住宅や
工場が立ち並ぶ市街地にある狭い草地。こんなところに生息し
ているのだろうか。こんな疑問がわいてきた。この謎を解くため、
ここでオオタコゾウムシ探しを続けようと思っている。カマキリ
のお陰で宝物を手にした私。ちびちゃんのお陰だ。ありがとう。

－142日間の命、カマキリ－ 【第352回】

▲142日目に死亡したカマキリ

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
3
ー
2
6
ー
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　恵
那
農
林
事
務
所
ま
で

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
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ま
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介
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取
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全
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て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
業
団
地
や
市
の
競
技
場
、

公
園
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
一
帯
は

中
津
川
市
の
重
要
な
文
化
、
事
業
の
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

過
去
に
は
、
明
治
37
年
に
大
規
模
な
土
砂
災

害
が
発
生
し
、
多
く
の
家
屋
が
被
災
し
ま
し
た
。

地
元
に
詳
し
い
人
の
話
に
よ
る
と
、
現
在
の
工

業
団
地
や
中
央
自
動
車
道
が
あ
る
場
所
ま
で
土

砂
は
到
達
し
て
い
た
と
の
こ
と
。

こ
う
し
た
災
害
を
防
止
す
べ
く
、
昭
和
52
年

か
ら
合
計
で
11
基
の
谷
止
工
を
施
工
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
以
降
は
、
さ
ら
に
４
基
の
谷
止

工
を
新
設
す
る
計
画
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
前
防
災
・
減
災
対
策

前
述
の
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は
す
べ
て
の
災

害
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
ソ
フ

ト
対
策
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

中
津
川
市
に
は
防
災
、
減
災
を
目
的
に
活
動

す
る「
中
津
地
区
災
害
協
議
会
」が
あ
り
ま
す
。

旧
中
津
川
市
の
25
区
長
が
理
事
を
務
め
る
協
議

会
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
治
山
施
工
地
の
視
察

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は
こ
の
茄

子
川
地
区
の
治
山
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

視
察
の
中
で
は
治
山
施
工
地
が
住
宅
密
集
地
か

ら
近
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ

で
森
林
が
荒
廃
し
、
そ
の
予
防
の
た
め
に
治
山

事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
の
声
も
あ

が
る
な
ど
改
め
て
治
山
の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
山
地
災
害
発
生
の
危
険
が
高
い
事
業

区
域
内
の
小
学
生
を
対
象
に
防
災
対
策
の
意
識

向
上
を
図
る
た
め
、
茄
子
川
財
団
と
協
力
し
森

林
学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
治
山

施
設
の
見
学
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
恵

那
農
林
事
務
所
で
は
施
工
中
の
状
況
を
見
学
す

る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
生
々
し
い
森
林
の

荒
廃
や
治
山
施
設
の
限
界
を
知
っ
て
も
ら
う
と

共
に
、
施
工
中
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
の
工
事
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
と
め

多
発
化
、
大
規
模
化
す
る
山
地
災
害
は
行
政

が
行
う
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
住
民
の
方
に
山
地
災
害
の
リ
ス
ク
を
知
っ

て
も
ら
い
、
大
雨
や
地
震
な
ど
山
地
災
害
の
兆

候
が
あ
っ
た
場
合
に
は
迷
わ
ず
安
全
が
確
保
で

き
る
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
な
ど
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
こ
と（
自
助
）や
、
さ
ら
に
地
域
な
ど

で
共
に
助
け
合
う
こ
と（
共
助
）を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
掛
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

は
じ
め
に

昨
今
、
全
国
的
に
土
砂
災
害
や
水
害
が
発
生

す
る
頻
度
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
規
模
も

大
き
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
治
山
事
業
の
必

要
性
は
上
昇
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
対
策

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

多
発
化
、
大
規
模
化
す
る
災
害
に
対
し
て
、
治

山
工
事
で
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
す
べ
て

の
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
中
、中
津
川
市 

茄
子
川
地
区
で
は
従
来
の
ハ
ー

ド
対
策
に
加
え
、
ソ
フ
ト
対
策
も
同
時
に
進
め

る
こ
と
に
よ
り
防
災
対
策
に
対
す
る
地
域
住
民

の
意
識
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。本

記
事
で
は
こ
の
地
区
で
行
っ
た
ソ
フ
ト
対

策
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

過
去
の
災
害
と
現
在
の
対
策

中
津
川
市 

茄
子
川
地
区
は
千
旦
林
川
、
坂
本

川
の
源
流
が
あ
り
、
そ
の
下
流
に
は
中
央
自
動

車
道
や
国
道
19
号
な
ど
重
要
な
道
路
が
交
差
し

▲ 明治 37 年当時の被災状況
　（出典：坂本記録写真集
　  目で見るふるさとの歴史 第 1 部）

▲ 協議会による視察の様子

▲ 小学生を対象とした施工中の見学の様子
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森
林
研
究
所
ま
で

国
産
黒
ト
リ
ュ
フ
を
接
種
し
た

　コ
ナ
ラ
苗
木
の
植
栽
後
四
年
目
の
菌
根
形
成

い
て
、
推
進
協
議
会
を
母
体
と
す
る
仕
組
み
が
話

し
合
わ
れ
、
関
係
者
の
連
絡
調
整
の
場
と
な
る
「
揖

斐
川
町
森
林
経
営
管
理
推
進
協
議
会
」
が
８
月
に

発
足
し
、
野
原
さ
ん
が
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

● 

野
原
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
お
聞
き
し
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
意
欲
】
現
役
時
代
は
多
く
の
業
務
を
兼
務
し
て

お
り
、
林
務
の
仕
事
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
採
用
を
機
に
、
新
制
度
の
も
と
、
身
に
つ

い
た
経
験
や
知
識
、
情
報
を
駆
使
し
て
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

【
課
題
】
意
向
調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
相

続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
森
林
や
共
有
林
は
特
に

手
間
が
か
か
る
。
ま
た
６
万
８
千
ha
あ
る
民
有
林

を
、
ど
の
よ
う
な
順
番
で
取
り
組
ん
で
い
く
か
、

早
急
に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

【
事
務
局
長
】
物
事
を
推
進
す
る
に
は
関
係
す
る

各
方
面
と
の
調
整
が
重
要
な
の
で
、
い
ま
ま
で
築

き
上
げ
た
人
脈
も
活
か
し
、
制
度
の
円
滑
な
推
進

に
努
め
た
い
。

● 

エ
ー
ル

野
原
さ
ん
の
豊
富
な
経
験
と
積
極
的
な
姿
勢

で
、
制
度
推
進
に
向
け
益
々
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
関
係
者
一
同
期
待
し
て
い
ま
す
。

を
前
倒
し
、
森
林
整
備
が
発
注
で
き
る
見
込
み
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
は
モ
デ
ル
箇
所
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
催

し
た
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

● 

制
度
の
推
進

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
会
議
等
の
開
催

が
控
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か
ら
２

回
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
町
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
体
制
に
つ

新
た
な
森
林
管
理
制
度
と
し
て
森
林
経
営
管
理

法
が
施
行
さ
れ
、
揖
斐
川
町
は
昨
年
度
か
ら
国
の

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
使
い
や
す
い
林
地

台
帳
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら

は
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
所
有
者
へ
の

意
向
調
査
や
森
林
経
営
管
理
権
の
取
り
ま
と
め
等

を
行
う
た
め
に
、
新
た
に
森
林
経
営
管
理
推
進
員

と
し
て
野
原
英
司
さ
ん
が
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。

● 

人
材
の
確
保

地
域
の
森
林
・
林
業
行
政
を
理
解
し
、
組
織
の

一
員
と
し
て
意
欲
を
も
っ
て
業
務
を
進
め
て
も
ら

え
る
人
材
の
確
保
は
難
し
い
の
で
す
が
、
町
が
林

務
関
係
職
員
の
Ｏ
Ｂ
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
結

果
、
町
村
合
併
前
か
ら
森
林
・
林
業
行
政
に
携
わ

り
、
合
併
後
平
成
24
〜
26
年
度
ま
で
町
の
農
林
振

興
課
長
を
務
め
た
野
原
さ
ん
に
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

● 

推
進
員
の
仕
事

　
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
方
針
は
本
誌
６
月

号
で
説
明
し
ま
し
た
が
、
制
度
運
用
に
は
森
林
経

営
管
理
推
進
員
が
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

①
所
有
者
へ
の
働
き
か
け

・
名
寄
せ
、
相
続
確
認
、
図
面
準
備
、

　
所
有
者
等
へ
の
説
明
、
意
向
調
査

②
森
林
の
経
営
管
理
権
設
定

・
現
地
調
査
、
経
営
可
否
判
断
、

　
集
積
計
画
・
整
備
方
針
の
検
討

③
森
林
整
備
事
業
の
実
施

・
事
業
費
積
算
、
発
注
・
管
理

● 

今
年
度
の
取
組
み

　
今
年
度
は
モ
デ
ル
箇
所
の
設
定
、
森
林
所
有
者

へ
の
意
向
調
査
及
び
経
営
管
理
権
集
積
計
画
の
作

成
で
し
た
が
、
野
原
さ
ん
が
加
わ
る
こ
と
で
予
定

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
5
ー
2
3
ー
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
農
林
事
務
所
ま
で

野原英司さん

森林経営管理推進員

揖斐川町における
森林経営管理制度の推進

【
揖
斐
農
林
事
務
所

　高
井
和
之
】

野原 英司さん

背
景
と
目
的

ト
リ
ュ
フ
は
、
世
界
三
大
珍
味
の
一
つ

と
し
て
知
ら
れ
る
高
級
食
材
で
、
ブ
ナ
科

樹
木
な
ど
の
根
に
共
生
し
て
菌
根
を
作
る

地
下
性
の
キ
ノ
コ
で
す
。
ト
リ
ュ
フ
に
は

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
色
や
発
生
時
期
の
違
い
で
、
白
ト

リ
ュ
フ
、
黒
ト
リ
ュ
フ
、
夏
ト
リ
ュ
フ
、

冬
ト
リ
ュ
フ
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
黒
ト
リ
ュ
フ
の
一
部
の
種
で
感
染

苗
木
に
よ
る
人
工
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
我
が
国
に
も
ト
リ
ュ
フ
が
自
生
し
ま

す
が
、
国
内
で
採
取
さ
れ
た
ト
リ
ュ
フ
の

栽
培
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
簡
易
な
方
法
で
国
産
ト
リ
ュ

フ
の
人
工
栽
培
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
野
外
で
育
成
し
た
コ
ナ
ラ
苗
木
の
根

を
黒
ト
リ
ュ
フ
の
胞
子
懸
濁
液
に
浸
漬
し

て
、
苗
畑
に
植
栽
し
ま
し
た
。
人
工
栽
培

は
キ
ノ
コ
発
生
が
最
終
目
標
で
す
が
、
こ

こ
で
は
第
一
目
標
で
あ
る
菌
根
形
成
に
つ

い
て
、
植
栽
後
四
年
目
の
状
況
を
調
査
し

ま
し
た
。

調
査
の
方
法

平
成
二
十
八
年
四
月
及
び
七
月
、
苗
畑

に
お
い
て
、
二
年
生
コ
ナ
ラ
苗
木
の
根
を
、

国
内
で
採
取
し
た
黒
ト
リ
ュ
フ
（
ア
ジ
ア

ク
ロ
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ロ
と
イ
ボ
セ
イ
ヨ

ウ
シ
ョ
ウ
ロ
）
の
胞
子
懸
濁
液
に
浸
漬
し

た
後
、
石
灰
散
布
区
と
無
散
布
区
の
各
試

験
区
に
十
四
本
ず
つ
植
栽
し
ま
し
た
。
試

験
区
は
四
種
類
で
、
石
灰
散
布
・
四
月
植

栽
区
、
石
灰
散
布
・
七
月
植
栽
区
、
無
散
布
・

四
月
植
栽
区
、
無
散
布
・
七
月
植
栽
区
で

す
。植

栽
後
四
年
目
の
令
和
元
年
六
月
、
コ

ナ
ラ
植
栽
地
内
（
図
１
）
の
各
試
験
区
に

お
い
て
、
直
径
約
五
㎝
、
深
さ
二
十
㎝
の

穴
を
各
二
ヶ
所
あ
け
、
土
壌
を
採
取
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
コ

ナ
ラ
の
細
根
の
形
態
を
顕
微
鏡
で
観
察

し
、
ト
リ
ュ
フ
の
菌
根
の
有
無
を
確
認
し

ま
し
た
。
な
お
、
一
部
の
菌
根
に
つ
い
て

は
、
遺
伝
子
解
析
に
よ
る
種
鑑
定
も
併
せ

て
行
い
ま
し
た
。

植
栽
後
四
年
目
の
結
果

黒
ト
リ
ュ
フ
の
菌
根
は
、
石
灰
散
布
区

で
は
四
月
植
栽
の
二
ヶ
所
、
七
月
植
栽
の

一
ヶ
所
で
確
認
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
無

散
布
区
で
は
黒
ト
リ
ュ
フ
の
菌
根
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
１
、
図
２
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
野
外
で
育
成
し
た
コ
ナ

ラ
苗
木
を
用
い
た
黒
ト
リ
ュ
フ
の
菌
根
形

成
は
可
能
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
石
灰

散
布
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

コ
ナ
ラ
の
根
に
は
ト
リ
ュ
フ
以
外
の
菌
根

も
混
在
し
て
お
り
、
ト
リ
ュ
フ
の
菌
根
が

安
定
し
て
増
加
す
る
の
か
、
観
察
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

図１　令和元年６月の状況（４年目）

図２　コナラの根（石灰・4 月区）
　　　薄茶色の根がトリュフの菌根

試験区 菌根割合（トリュフ菌根数）

石灰・４月 ２／２ （１００，１５０）

石灰・７月 １／２ （ ８０， ０）

無散布・４月 ０／２ （ ０， ０）

無散布・７月 ０／２ （ ０， ０）

・掘り取りは令和元年6月13日（各試験区2ヶ所）
・採取した土壌には生重量で0.7～2.2ｇのコナラの根が存在
・トリュフ菌根数は概数

表１ 苗木の黒トリュフ菌根形成
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い
て
、
推
進
協
議
会
を
母
体
と
す
る
仕
組
み
が
話

し
合
わ
れ
、
関
係
者
の
連
絡
調
整
の
場
と
な
る
「
揖

斐
川
町
森
林
経
営
管
理
推
進
協
議
会
」
が
８
月
に

発
足
し
、
野
原
さ
ん
が
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

● 

野
原
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
お
聞
き
し
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
意
欲
】
現
役
時
代
は
多
く
の
業
務
を
兼
務
し
て

お
り
、
林
務
の
仕
事
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
採
用
を
機
に
、
新
制
度
の
も
と
、
身
に
つ

い
た
経
験
や
知
識
、
情
報
を
駆
使
し
て
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

【
課
題
】
意
向
調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
相

続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
森
林
や
共
有
林
は
特
に

手
間
が
か
か
る
。
ま
た
６
万
８
千
ha
あ
る
民
有
林

を
、
ど
の
よ
う
な
順
番
で
取
り
組
ん
で
い
く
か
、

早
急
に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

【
事
務
局
長
】
物
事
を
推
進
す
る
に
は
関
係
す
る

各
方
面
と
の
調
整
が
重
要
な
の
で
、
い
ま
ま
で
築

き
上
げ
た
人
脈
も
活
か
し
、
制
度
の
円
滑
な
推
進

に
努
め
た
い
。

● 

エ
ー
ル

野
原
さ
ん
の
豊
富
な
経
験
と
積
極
的
な
姿
勢

で
、
制
度
推
進
に
向
け
益
々
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
関
係
者
一
同
期
待
し
て
い
ま
す
。

を
前
倒
し
、
森
林
整
備
が
発
注
で
き
る
見
込
み
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
は
モ
デ
ル
箇
所
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
催

し
た
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

● 

制
度
の
推
進

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
会
議
等
の
開
催

が
控
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
か
ら
２

回
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
町
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
体
制
に
つ

新
た
な
森
林
管
理
制
度
と
し
て
森
林
経
営
管
理

法
が
施
行
さ
れ
、
揖
斐
川
町
は
昨
年
度
か
ら
国
の

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
使
い
や
す
い
林
地

台
帳
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら

は
森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
所
有
者
へ
の

意
向
調
査
や
森
林
経
営
管
理
権
の
取
り
ま
と
め
等

を
行
う
た
め
に
、
新
た
に
森
林
経
営
管
理
推
進
員

と
し
て
野
原
英
司
さ
ん
が
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。

● 

人
材
の
確
保

地
域
の
森
林
・
林
業
行
政
を
理
解
し
、
組
織
の

一
員
と
し
て
意
欲
を
も
っ
て
業
務
を
進
め
て
も
ら

え
る
人
材
の
確
保
は
難
し
い
の
で
す
が
、
町
が
林

務
関
係
職
員
の
Ｏ
Ｂ
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
結

果
、
町
村
合
併
前
か
ら
森
林
・
林
業
行
政
に
携
わ

り
、
合
併
後
平
成
24
〜
26
年
度
ま
で
町
の
農
林
振

興
課
長
を
務
め
た
野
原
さ
ん
に
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

● 

推
進
員
の
仕
事

　
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
方
針
は
本
誌
６
月

号
で
説
明
し
ま
し
た
が
、
制
度
運
用
に
は
森
林
経

営
管
理
推
進
員
が
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

①
所
有
者
へ
の
働
き
か
け

・
名
寄
せ
、
相
続
確
認
、
図
面
準
備
、

　
所
有
者
等
へ
の
説
明
、
意
向
調
査

②
森
林
の
経
営
管
理
権
設
定

・
現
地
調
査
、
経
営
可
否
判
断
、

　
集
積
計
画
・
整
備
方
針
の
検
討

③
森
林
整
備
事
業
の
実
施

・
事
業
費
積
算
、
発
注
・
管
理

● 

今
年
度
の
取
組
み

　
今
年
度
は
モ
デ
ル
箇
所
の
設
定
、
森
林
所
有
者

へ
の
意
向
調
査
及
び
経
営
管
理
権
集
積
計
画
の
作

成
で
し
た
が
、
野
原
さ
ん
が
加
わ
る
こ
と
で
予
定

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
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1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
農
林
事
務
所
ま
で

野原英司さん

森林経営管理推進員

揖斐川町における
森林経営管理制度の推進

【
揖
斐
農
林
事
務
所

　高
井
和
之
】

野原 英司さん
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
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岐
阜
農
林
事
務
所
ま
で

岐阜地域における普及活動について
■岐阜農林事務所　吉田 宗平

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
林
業
用
無

人
化
機
械
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
材
生
産
の
現
場
は
高
性
能
林
業
機
械

の
普
及
で
機
械
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

造
林
・
育
林
作
業
の
多
く
は
人
力
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
最
も
労
働
者
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
現
場
で
実
用
化

さ
れ
て
い
る
高
所
無
人
掘
削
機
（
ワ
イ

ヤ
ー
で
建
設
機
械
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で

急
斜
面
で
も
走
行
可
能
。
リ
モ
コ
ン
に
よ

る
遠
隔
操
作
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
機
械
に

搭
乗
し
な
い
）
を
改
良
し
て
造
林
・
育
林

作
業
の
機
械
を
開
発
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
と
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
白
川
町
に
試
験

地
を
設
定
し
、
森
林
技
術
開
発
・
普
及
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
員
の
意
見
を
聞
く
た

め
、
９
月
11
日
、
14
日
、
15
日
の
３
日
間

で
現
地
見
学
会
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

現
地
見
学
会
で
は
高
所
無
人
掘
削
機
の

林
内
走
行
等
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
建
設
機
械
に
よ
る
草
刈
り
の
実
演
を

見
学
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
技
術
開
発
計
画
書
の

草
案
を
説
明
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
検
討
会
で

の
ご
意
見
及
び
技
術
提
案
を
踏
ま
え
て
開

発
に
着
手
し
、
３
月
末
ま
で
に
試
験
機
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

建
設
機
械
で
資
材
を
運
搬
す
る
荷
台
の

開
発
や
、
機
械
に
よ
る
下
刈
り
作
業
な
ど
、

造
林
・
育
林
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化
に

つ
な
が
る
開
発
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
２
〜
３
月
に
は
試
験
機
の
テ
ス
ト

を
兼
ね
た
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

❺

林
業
用
無
人
化
機
械
を
開
発
中
で
す

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

意見交換会

現地見学会
（リモコンで建設機械を操作します）

き
な
い
場
合
に
、
市
町
村
が
委
託
を
受

け
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

に
経
営
管
理
を
再
委
託
し
た
り
、
市
町

村
が
自
ら
管
理
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
、
こ
れ
ま
で
経
営
管
理

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
森
林
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
経
済
ベ
ー
ス
で
の

活
用
を
は
か
る
こ
と
で
、
よ
り
安
定
的

な
木
材
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

本
巣
市
で
は
、
ま
ず
は
森
林
所
有
者

の
意
向
調
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
森

林
の
間
伐
履
歴
等
を
調
査
し
、
対
象
と

な
る
森
林
を
絞
り
込
み
、
意
向
調
査
を

実
施
。
そ
の
後
、
当
該
森
林
に
お
い
て

境
界
明
確
化
を
実
施
し
ま
す
。

意
向
調
査
の
結
果
、
市
に
経
営
管
理

を
委
託
す
る
こ
と
を
所
有
者
が
希
望
し

た
森
林
に
お
い
て
、
経
営
管
理
権
集
積

計
画
を
策
定
し
、
森
林
整
備
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。

 

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
取
組
み

平
成
31
年
4
月
1
日
に
、
森
林
経
営

管
理
法
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
の
が
、

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

関
す
る
法
律
で
す
。
国
か
ら
市
町
村
に

森
林
環
境
譲
与
税
が
譲
与
さ
れ
、
森
林

経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
取
組
み
の
財

源
と
す
る
ほ
か
、
市
町
村
独
自
の
森
林

整
備
の
取
組
み
な
ど
の
財
源
と
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
活

岐
阜
農
林
事
務
所
管
内（
岐
阜
地
域
）

は
、
岐
阜
県
の
南
部
に
位
置
し
、
6
市

3
町
の
9
市
町
か
ら
な
る
地
域
で
、
森

林
を
有
す
る
の
は
、
岐
阜
市
、
各
務
原

市
、
山
県
市
、
本
巣
市
で
す
。

管
内
の
人
口
は
約
80
万
人
で
県
人
口

の
約
4
割
を
占
め
る
都
市
部
で
あ
る
一

方
で
、
山
県
市
や
本
巣
市
を
は
じ
め
と

し
た
管
内
北
部
に
は
豊
か
な
森
林
地
域

が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
森
林
を

適
切
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
県
下
最
大
の
木

材
消
費
地
で
も
あ
り
ま
す
。
管
内
に
は

木
材
市
場
や
製
材
工
場
、
建
材
販
売
業
、

木
造
住
宅
産
業
等
の
木
材
関
連
産
業
が

多
数
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
も
稼
働
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
木
材
需
要
に
対
し
、
い
か
に

安
定
的
に
木
材
を
供
給
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
地
域
の
森
林
整
備
の
推
進
や

安
定
的
な
木
材
生
産
に
向
け
た
取
組
み

へ
の
支
援
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。 

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
取
組
み

平
成
31
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た

森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
経
営

管
理
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
森
林
所
有
者

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
き
た
森
林
の
経
営
管

理
に
つ
い
て
、
所
有
者
自
ら
が
実
行
で

用
し
て
、
山
県
市
で
は
様
々
な
独
自
の

取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
林
業
従
事
者
の
育
成
の

た
め
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
講
習

な
ど
の
費
用
へ
の
補
助
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
度
の
取
組
み
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
補
助
事
業
で
は
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
間
伐
や
作
業
道
の
修

繕
、
有
害
鳥
獣
対
策
へ
の
補
助
を
す
る

ほ
か
、
児
童
館
等
の
内
装
木
質
化
や
木

育
製
品
の
導
入
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。山

県
市
は
独
自
に
創
意
工
夫
の
あ
る

取
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
よ
り
効
果

の
高
い
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
が
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

▲森林環境譲与税の活用例（作業道の修繕）
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
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を
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方
は
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岐
阜
農
林
事
務
所
ま
で

岐阜地域における普及活動について
■岐阜農林事務所　吉田 宗平

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
林
業
用
無

人
化
機
械
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
材
生
産
の
現
場
は
高
性
能
林
業
機
械

の
普
及
で
機
械
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

造
林
・
育
林
作
業
の
多
く
は
人
力
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
最
も
労
働
者
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
現
場
で
実
用
化

さ
れ
て
い
る
高
所
無
人
掘
削
機
（
ワ
イ

ヤ
ー
で
建
設
機
械
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で

急
斜
面
で
も
走
行
可
能
。
リ
モ
コ
ン
に
よ

る
遠
隔
操
作
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
機
械
に

搭
乗
し
な
い
）
を
改
良
し
て
造
林
・
育
林

作
業
の
機
械
を
開
発
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
と
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
白
川
町
に
試
験

地
を
設
定
し
、
森
林
技
術
開
発
・
普
及
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
員
の
意
見
を
聞
く
た

め
、
９
月
11
日
、
14
日
、
15
日
の
３
日
間

で
現
地
見
学
会
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

現
地
見
学
会
で
は
高
所
無
人
掘
削
機
の

林
内
走
行
等
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
建
設
機
械
に
よ
る
草
刈
り
の
実
演
を

見
学
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
技
術
開
発
計
画
書
の

草
案
を
説
明
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
検
討
会
で

の
ご
意
見
及
び
技
術
提
案
を
踏
ま
え
て
開

発
に
着
手
し
、
３
月
末
ま
で
に
試
験
機
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

建
設
機
械
で
資
材
を
運
搬
す
る
荷
台
の

開
発
や
、
機
械
に
よ
る
下
刈
り
作
業
な
ど
、

造
林
・
育
林
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化
に

つ
な
が
る
開
発
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
２
〜
３
月
に
は
試
験
機
の
テ
ス
ト

を
兼
ね
た
研
修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

❺

林
業
用
無
人
化
機
械
を
開
発
中
で
す

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

意見交換会

現地見学会
（リモコンで建設機械を操作します）

今
後
も
、
も
と
す
郡
森
林
組
合
の
森

林
経
営
計
画
作
成
に
向
け
て
、
指
導
・

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

 

終
わ
り
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
影

響
に
よ
り
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い

中
、
管
内
の
市
町
や
森
林
組
合
、
林
業

事
業
体
の
皆
さ
ん
は
懸
命
に
森
林
整
備

や
木
材
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
取
組
み
が
少
し
で

も
良
い
結
果
と
な
る
よ
う
今
後
も
支
援

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

 

も
と
す
郡
森
林
組
合
の

　  

木
材
生
産
に
向
け
た
取
組
み
支
援

も
と
す
郡
森
林
組
合
は
、
こ
れ
ま
で

保
育
間
伐
な
ど
森
林
整
備
主
体
の
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
林
齢
が
高
く

な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
木
材
生
産

へ
移
行
す
べ
く
色
々
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

組
合
に
は
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
人
材
育

成
に
取
り
組
む
た
め
、
県
の
主
催
す
る

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修
に
職

員
が
参
加
。
私
も
一
緒
に
参
加
し
、
研

修
内
容
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成

研
修
で
は
、
実
際
に
森
林
経
営
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
林
業
普

及
指
導
員
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
事
業

地
を
選
定
し
、
資
源
構
成
等
に
つ
い
て

実
地
で
調
査
を
行
い
森
林
所
有
者
へ
提

案
を
す
る
演
習
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
巣
市
木
知
原
地
内
に
演

習
地
を
設
定
し
、
現
地
の
踏
査
、
林
産

シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
森
林
作
業
道
開

設
に
向
け
た
線
形
の
検
討
を
行
っ
た

ほ
か
、
森
林
資
源
量
把
握
の
た
め
の
現

地
の
プ
ロ
ッ
ト
調
査
を
共
に
行
い
、
森

林
経
営
計
画
の
作
成
に
向
け
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▲森林経営計画作成に向けた現地調査
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シリーズ
森林文化の

3研究
実践
と

岐阜県立森林文化アカデミー
課題研究公表会要旨

森と木のクリエーター科　木工専攻
清水　貴康

曲物生産者ごとの道具や　　　　
技法を調査し、技術交流を図る
－業界の発展と自身の起業のために－

そ
の
結
果
を「
曲
物
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」と
題
し

た
技
術
交
流
会
を
開
催
し
、
評
価
い
た
だ
く

こ
と
と
し
た
。

３
．
実
践
① 

― 

調
査 

―

様
々
な
道
具
や
技
法
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
き
た
が
、
文
字
数
の
関
係
上
、
本
要

旨
に
は
木
バ
サ
ミ
と
側
板
・
底
板
の
組
み
立

て
方
法
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
の
み
を
記

述
す
る
。

木
バ
サ
ミ
と
は

お
湯
な
ど
で
熱
を
加
え
、
曲
げ
た
木
を
丸

く
と
ど
め
て
お
く
た
め
に
部
材
と
な
る
板
を

挟
み
、
口
で
留
め
る
道
具
で
あ
る（
左
図
）。

●
早
川
曲
物（
岐
阜
県
中
津
川
市
）の
木
バ
サ
ミ

　

早
川
曲
物
は
現
在
３
代
目
で
、
妻
と
母

親
の
３
人
で
営
ん
で
い
る
。
主
に
柄
杓
や

せ
い
ろ
な
ど
の
消
耗
品
を
大
量
に
生
産
。

そ
の
種
類
は
2
0
0
に
も
及
び
、
製
作

す
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
が
特
徴
。
先
代

で
あ
る
父
親
か
ら
そ
の
技
術
を
継
承
し

て
お
り
、
伝
統
的
な
道
具
や
技
法
を
使
っ

た
多
品
種
大
量
生
産
グ
ル
ー
プ
と
い
え

る
。
木
バ
サ
ミ
の
特
徴
と
し
て
は
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
の
中
で
サ
イ
ズ
が
一
番
大
き

く
、
部
材
を
挟
む
こ
と
の
で
き
る
範
囲
を

１
．
背
景
と
目
的

私
は
、
職
人
の
後
継
者
不
足
問
題
の
一

助
に
な
れ
な
い
か
と
考
え
、
本
校
に
入
学
。

そ
の
中
で
、
需
要
が
多
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

生
産
者
の
減
少
し
て
い
る
曲
物
業
界
に
着

目
し
、
自
ら
生
産
者
と
し
て
起
業
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

調
査
す
る
と
、
同
じ
曲
物
を
生
産
し
て

い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
各
生
産
者
が
様
々

な
道
具
や
技
法
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
横
の
つ
な
が
り
が

少
な
い
今
、
生
産
者
同
士
の
情
報
共
有
を

求
め
る
声
も
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
、
私
は
各
生
産
者
の
道
具
や
技

法
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
場

を
設
け
、
各
生
産
者
と
の
技
術
交
流
を
行

え
な
い
か
と
考
え
た
。

２
．
研
究
対
象
と
流
れ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
訪
問
し
た
早
川

曲
物（
岐
阜
県
中
津
川
市
）を
含
め
、
全
国

14
の
工
房
を
調
査
し
た
。

調
査
の
結
果
、
生
産
者
は
①
多
品
種
大

量
生
産
②
作
家
作
品
③
漆
器
産
地
の
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た（
下
図
参
照
）。

実
際
に
14
の

生
産
者
の
工
房

へ
訪
問
し
、
調

査
し
た
。
そ
の

中
で
も
伝
統
的

な
道
具
や
技
法

で
製
作
し
て
い

る
早
川
曲
物
に

対
し
て
他
の
生

産
者（
特
に
6

社
）が
ど
の
よ

う
な
道
具
や
技

法
を
採
用
し
て

い
る
か
を
比
較
。

広
く
と
れ
る
為
、
小
さ
な
柄
杓
か
ら
大

き
な
せ
い
ろ
を
ひ
と
つ
の
木
バ
サ
ミ
で

製
作
出
来
る
。

●
花
野
屋（
長
野
県
塩
尻
市
）の
木
バ
サ
ミ

　

そ
れ
に
対
し
て
漆
器
産
地
グ
ル
ー
プ

は
少
品
種
大
量
生
産
が
特
徴
で
、
花
野

屋
の
場
合
は
パ
ー
ト
従
業
員
を
数
名
採

用
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
木
バ
サ
ミ
で

は
技
術
が
な
い
と
均
等
な
圧
力
で
部
材

を
挟
む
こ
と
が
難
し
い
作
り
と
な
っ
て

お
り
、
扱
い
辛
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
問

題
を
解
消
し
た
の
が
左
図
の
木
バ
サ
ミ

で
、
印
の
部
分
を
ボ
ル
ト
に
す
る
こ
と

で
、
部
材
を
挟

む
際
の
圧
力
の

微
調
整
を
可

能
に
し
、
誰
が

扱
っ
て
も
正
確

な
製
品
が
出

来
る
よ
う
に

改
良
さ
れ
て
い

る
。

●
じ
ほ
う
ど
う
工
房（
滋
賀
県
日
野
町
）の

　

木
バ
サ
ミ

　

少
品
種
少
量
生
産
で
あ
る
作
家
作
品

グ
ル
ー
プ
の
じ
ほ
う
ど
う
工
房
の
木
バ

サ
ミ
は
左
図
の
よ
う
に
伝
統
的
に
木
を

使
用
す
る
口
の
部
分
に
ホ
ー
ス（
ゴ
ム
素

材
）を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
身
の

回
り
の
物
を
有
効
活
用
し
、
部
品
を
作

る
手
間
を
省
い
た
方
法
で
あ
る
。
曲
物

に
関
し
て
は

修
業
し
て
教

わ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、

ほ
ぼ
独
学
で

あ
る
と
の
こ

と
で
、
曲
物

業
界
以
外
の

新
し
い
発
想
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シリーズ
森林文化の

3研究
実践
と

岐阜県立森林文化アカデミー
課題研究公表会要旨

森と木のクリエーター科　木工専攻
清水　貴康

曲物生産者ごとの道具や　　　　
技法を調査し、技術交流を図る
－業界の発展と自身の起業のために－

　

場　

所

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　

実
施
内
容

　
　

・
調
査
内
容
の
報
告

　
　

・
道
具
や
技
法
に
つ
い
て
協
議

　
　

・
産
地
の
見
学
…
小
坂
屋
漆
器
店

　

参
加
者

　
　
・
早
川
曲
物　
　
（
岐
阜
県
中
津
川
市
）

　
　

・
木
地
屋　

西
為（
岐
阜
県
高
山
市
）

　
　

・
小
坂
屋
漆
器
店（
長
野
県
塩
尻
市
）

　
　

・
近
藤
奈
央　
　
（
徳
島
県
神
山
町
）

　
　

・
博
多
曲
物
玉
樹（
福
岡
県
志
免
町
）

　
　

・
栗
久　
　
　
　
（
秋
田
県
大
館
市
）

　
　
　

※
栗
久
は
道
具
と
作
品
の
展
示
の
み

道
具
や
技
法
に
つ
い
て
協
議　

　

協
議
で
は
、
じ
ほ
う
ど
う
工
房
の
木
バ

サ
ミ
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
あ
が
っ
た
。

伝
統
的
な
道
具
の
場
合
、
左
図
の
よ
う
に

修
理
品
に
も
使
用

す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ

が
ホ
ー
ス
で
あ
っ

た
場
合
、
図
の
よ

う
な
使
い
方
が
で

き
な
い
。
伝
統
的

な
道
具
や
技
法
は

先
人
た
ち
の
知
恵

が
も
た
ら
し
た
道
具
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
じ
曲
物
製
作
で
あ
り

な
が
ら
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
よ
り
道
具
や
技
法

の
違
い
が
み
ら
れ
た
。

側
板
と
底
板
の
組
み
立
て
方
法

曲
物
の
構
造
は
大
き
く
側
板
と
底
板
が
あ

り
、
そ
の
ふ
た
つ
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
容
器

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
。

●
早
川
曲
物（
岐
阜
県
中
津
川
市
）の

　

組
み
立
て
方
法

　

伝
統
的
な
組
み
立
て
方
法
と
し
て
は

ま
ず
、
側
板
を
完
成
さ
せ
て
か
ら
、
そ

の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
底
板
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
成
形
、
現
物
合
わ
せ
で
組
み
立

て
を
行
う
。

●
栗
久（
秋
田
県
大
館
市
）の

　

組
み
立
て
方
法

　

早
川
曲
物
と
同
じ
多
品
種
大
量
生
産

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
栗
久
の
技
法
は
、
側

板
の
方
を
底
板
に
合
わ
せ
て
、
同
時
に

組
み
立
て
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
う

す
る
こ
と
で
、
底
板
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

成
形
す
る
と
い
う
手
間
の
か
か
る
作
業

を
省
い
た
、
従
来
で
は
な
か
っ
た
新
し

い
技
法
で
あ
る
。
効
率
的
に
製
作
す
る

と
い
う
目
的
に
対
し
て
早
川
曲
物
の
よ

う
に
技
術
を
鍛
え
る
の
か
、
栗
久
の
よ

う
に
ア
イ
デ
ィ
ア
で
勝
負
す
る
の
か
で

の
違
い
が
出
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
中
で

も
考
え
方
の
違
い
に
よ
り
道
具
や
技
法
に

差
が
出
来
て
い
る
。

４
．
実
践
② 

― 

技
術
交
流 

―

●
曲
物
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
概
要

　

日　

時

　
　

2
0
2
0
年
1
月
25
日（
土
）26
日（
日
）

の
詰
ま
っ
た
理
に
か
な
っ
た
道
具
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
自
身
で
は
調
べ
き
れ

な
か
っ
た
新
し
い
発
見
を
す
る
こ
と
が
出

来
た
。

　

し
か
し
、
新
し
い
道
具
や
技
法
を
否
定
す

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
前
述
し
た
栗
久
の
底

板
と
側
板
の
同
時
組
み
立
て
に
つ
い
て
は

採
用
し
た
い
な
ど
の
声
が
複
数
上
が
っ
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
様
々
な
新
し
い
方
法
に

対
し
て
各
生
産
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協

議
し
あ
う
場
を
提
供
で
き
た
と
い
う
こ
と
は

非
常
に
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
た
。

技
術
交
流
会
が
横
の
つ
な
が
り
を
作
る

　

福
岡
県
に
あ
る
博
多
曲
物
玉
樹
さ
ん
に

は
後
継
ぎ
予
定
の
息
子
が
お
り
、
ど
こ
に
修

業
を
さ
せ
よ
う
か
考
え
て
い
た
最
中
、
技
術

交
流
会
に
参
加
。
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
栗
久

の
道
具
や
技
法
を
い
く
つ
か
聞
い
た
こ
と

で
、
栗
久
へ
修
業
に
行
か
せ
た
い
と
い
う
気

持
を
固
め
た
。
こ
の
会
を
通
じ
て
つ
な
が
る

輪
が
出
来
た
の
は
技
術
交
流
会
の
意
義
を

感
じ
た
場
面
で
あ
っ
た
。

　

以
上
か
ら
、現
在
で
は
生
産
者
が
少
な
く
、

各
地
域
に
点
在
し
て
い
る
為
、
中
々
技
術
交

流
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
生
産
者
が
多

く
い
た
時
代
に
自
然
と
行
わ
れ
て
き
た
技
術

交
流
を
こ
の
よ
う
な
企
画
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
再
現
で
き
た
と
感
じ
、
大
き
な
成
果
を

得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

５
．
評
価

　

参
加
者
か
ら
は
以
下
の
意
見
を
頂
い
た

・
プ
ロ
が
プ
ロ
を
評
価
す
る
技
術
交
流
会
は

業
界
初
な
の
で
は
な
い
か（
早
川
曲
物
）

・
こ
の
交
流
会
で
得
ら
れ
た
こ
と
は
今
後
の

曲
物
人
生
の
中
で
貴
重
な
も
の
と
な
っ

た（
博
多
曲
物
玉
樹
）

・
来
年
も
開
催
し
て
ほ
し
い（
近
藤
奈
央
）

　

以
上
の
よ
う
に
前
向
き
な
意
見
が
多
く
、

一
定
の
評
価
を
頂
け
た
。

６
．
ま
と
め

　

各
生
産
者
が
採
用
す
る
道
具
や
技
法
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
環
境
、
考
え
方
に
よ

り
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
、
自
身
の
目

的
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
私
は

東
濃
ひ
の
き
や

木
曽
ひ
の
き
な

ど
の
地
元
の
材

を
使
っ
て
大
量

生
産
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。
経

験
を
積
ん
だ
後

は
、「
曲
げ
コ
ー

デ（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
）」と
題

し
た
セ
ミ
オ
ー

ダ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ

と
を
検
討
し
て

い
る
。

　

つ
ま
り
、
創
業
当
初
は
早
川
曲
物
の
道

具
や
技
法
を
ベ
ー
ス
に
実
務
経
験
を
積
み
、

将
来
的
に
は
多
品
種
少
量
生
産
を
目
標
と

し
、
既
存
グ
ル
ー
プ
と
は
違
う
戦
略
を
と

る
こ
と
で
同
業
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る

方
針
で
あ
る
為
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
適

し
た
道
具
や
技
法
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

そ
し
て
今
回
、
全
国
各
地
の
プ
ロ
の
意

見
を
聞
け
た
こ
と
は
、
１
人
の
職
人
に
教

わ
る
元
来
の
子
弟
制
度
で
は
叶
わ
な
か
っ

た
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
研
究
成
果
を
活
か
し
な
が
ら
、
実

践
経
験
を
積
み
、
立
派
な
生
産
者
に
な
っ

て
い
き
た
い
。
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【山林協会　瀬上】

（公社）岐阜県山林協会主催令和２年度　　治山林道工事等コンクール結果 について

　（公社）岐阜県山林協会主催の令和2年度治山林道工事等コンクールを県林政部の協力により６月に開催し、次の

方々の受賞が決定しました。受賞された方々誠におめでとうございます。

　なお、例年は、８月に開催する山林協会の定時総会で最優秀、優秀の方々の表彰式を行いますが、今年度は新型コ

ロナウイルス感染症予防のため総会を書面開催としたことから、関係農林事務所長様から伝達していただきました。

　また、各部門の最優秀表彰者は(一社)日本治山治水協会・日本林道協会主催の全国治山林道工事コンクールに岐

阜県代表として推薦しました。表彰式は11月末に行われる予定です。結果については森林のたよりで報告します。

入選 ： 復旧治山事業　東山地区工事
　　　株式会社岡島建設

　　　予防治山事業薬師洞工事    
　　　株式会社匠築

予防治山事業　大平山工事  
株式会社能工

地域防災対策総合治山事業　城ん谷工事     
揖斐昭和建設株式会社

民有林林道工事コンクール

【山林協会長表彰】
最優秀 ： 白尾～鷲見線（４－２工区）
　　　　林道開設工事　株式会社前田土木

入選 ： 権現線　林道開設工事
　　　東光土建株式会社

　優　秀 ： 尾城山線（５工区）  林道開設工事
　　　　　株式会社中島工務店

白尾～鷲見線（４－２工区）林道開設工事 尾城線林道開設工事

白尾～鷲見線（３工区）

民有林治山木材使用工事コンクール

【山林協会長表彰】
最優秀 ： 白尾～鷲見線（３工区）　林道開設工事
　　　　郡上農林事務所　林業課

民有林林道木材使用工事コンクール

公共緊急予防治山事業 復旧治山事業　奥谷地区（補正）工事

【山林協会長表彰】
最優秀 ： 公共緊急予防治山事業　寺洞地区工事  
　　　　下呂農林事務所  榎田 俊治

　優　秀 ： 復旧治山事業　奥谷地区（補正）工事
　　　　　西濃農林事務所　白井 康二

林道維持管理コンクール

【知事表彰】
最優秀 ： 林道　大杉線　郡上市

入選 ： 林道　源根線　中津川市

【山林協会長表彰】
優秀 ： 林道　安峰～神原線　飛騨市

林道　安峰～神原線林道　大杉線

【山林協会長表彰】
最優秀 ： 復旧治山事業　深沢地区工事  
　　　　乙姫建設株式会社

民有林治山工事コンクール

優秀 ： 復旧治山事業　鉛谷山工事     
　　　加永建設株式会社

復旧治山事業　鉛谷山工事
復旧治山事業　深沢地区工事
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【山林協会　瀬上】

（公社）岐阜県山林協会主催令和２年度　　治山林道工事等コンクール結果 について

　（公社）岐阜県山林協会主催の令和2年度治山林道工事等コンクールを県林政部の協力により６月に開催し、次の

方々の受賞が決定しました。受賞された方々誠におめでとうございます。

　なお、例年は、８月に開催する山林協会の定時総会で最優秀、優秀の方々の表彰式を行いますが、今年度は新型コ

ロナウイルス感染症予防のため総会を書面開催としたことから、関係農林事務所長様から伝達していただきました。

　また、各部門の最優秀表彰者は(一社)日本治山治水協会・日本林道協会主催の全国治山林道工事コンクールに岐

阜県代表として推薦しました。表彰式は11月末に行われる予定です。結果については森林のたよりで報告します。

入選 ： 復旧治山事業　東山地区工事
　　　株式会社岡島建設

　　　予防治山事業薬師洞工事    
　　　株式会社匠築

予防治山事業　大平山工事  
株式会社能工

地域防災対策総合治山事業　城ん谷工事     
揖斐昭和建設株式会社

民有林林道工事コンクール

【山林協会長表彰】
最優秀 ： 白尾～鷲見線（４－２工区）
　　　　林道開設工事　株式会社前田土木

入選 ： 権現線　林道開設工事
　　　東光土建株式会社

　優　秀 ： 尾城山線（５工区）  林道開設工事
　　　　　株式会社中島工務店

白尾～鷲見線（４－２工区）林道開設工事 尾城線林道開設工事

白尾～鷲見線（３工区）

民有林治山木材使用工事コンクール

【山林協会長表彰】
最優秀 ： 白尾～鷲見線（３工区）　林道開設工事
　　　　郡上農林事務所　林業課

民有林林道木材使用工事コンクール

公共緊急予防治山事業 復旧治山事業　奥谷地区（補正）工事

【山林協会長表彰】
最優秀 ： 公共緊急予防治山事業　寺洞地区工事  
　　　　下呂農林事務所  榎田 俊治

　優　秀 ： 復旧治山事業　奥谷地区（補正）工事
　　　　　西濃農林事務所　白井 康二

林道維持管理コンクール

【知事表彰】
最優秀 ： 林道　大杉線　郡上市

入選 ： 林道　源根線　中津川市

【山林協会長表彰】
優秀 ： 林道　安峰～神原線　飛騨市

林道　安峰～神原線林道　大杉線

【山林協会長表彰】
最優秀 ： 復旧治山事業　深沢地区工事  
　　　　乙姫建設株式会社

民有林治山工事コンクール

優秀 ： 復旧治山事業　鉛谷山工事     
　　　加永建設株式会社

復旧治山事業　鉛谷山工事
復旧治山事業　深沢地区工事
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国
有
林
の
現
場
か
ら

49

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」の

　
　
　
　
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

　

多
く
の
災
害
箇
所
は
、
治
山
、
造
林
、

生
産
等
の
国
有
林
野
事
業
の
実
施
区
域
の

取
り
付
け（
入
り
口
）部
に
位
置
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
事
業
計
画
の
確
実
な
実
行
の

た
め
、
災
害
復
旧
工
事
の
早
期
着
工
が
不

可
欠
で
す
。

●
国
有
林
内
の
林
道
・
治
山
工
事

　

と
こ
ろ
で
、
民
有
林
関
係
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
国
有
林
内
で
実
施
さ
れ
る
林
道
や

治
山
工
事
は
、
直
接
的
に
は
関
係
が
無
い

も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
有
林
は
、
そ

の
多
く
が
奥
地
の
急
峻
な
山
地
や
水
源
地

域
に
あ
っ
て
、
良
質
な
水
の
供
給
、
土
砂

災
害
の
防
止
・
軽
減
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
皆
さ
ん
が
生

活
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
働
き
を
担
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
民
の
大
切
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
道
路
や
鉄
道
等
の
う
ち
、
山

間
部
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
周

辺
が
国
有
林
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
国
有
林
の
有
す

べ
き
機
能
を
保
全
、
維
持
す
る
た
め
の
林

道
・
治
山
工
事
の
実
施
も
、
間
接
的
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
た
め
の
大
切
な

取
組
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

ク
タ
ー
ル
と
広
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害

の
把
握
・
調
査
等
に
は
多
大
な
労
力
と
時
間

を
要
し
ま
す
が
、
署
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
を
行
っ
た
結
果
、

幸
い
に
も
人
命
や
イ
ン
フ
ラ
設
備
等
へ
の
被

害
に
至
る
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
林
道
被
害
は
10
路
線
で
路

肩
決
壊
45
箇
所
、
山
腹
崩
壊
25
箇
所
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
被
害
箇
所
は
下
呂
市

小
坂
町
の
北
部
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

局
地
的
な
豪
雨
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

●
災
害
復
旧
に
む
け
た
工
事
の
実
施

　

国
有
林
内
で
発
生
し
た
山
地
災
害
の
う

ち
、
被
害
が
甚
大
な
場
合
や
、
緊
急
性
が

高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
民
有
林
の
場
合
と

同
様
、
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
林
道
災
害

復
旧
工
事
や
災
害
関
連
緊
急
治
山
工
事
の

事
業
費
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
の
被
害

　

岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
に
お
い
て
も
、

管
理
経
営
す
る
国
有
林
内
に
お
い
て
、
局

地
的
な
山
地
の
崩
壊
の
ほ
か
、
林
道
や
治

山
施
設
が
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

当
管
理
署
で
は
、
被
害
発
生
直
後
の
、

7
月
16
日
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空

か
ら
の
調
査
を
皮
切
り
と
し
て
、
ド
ロ
ー

ン
や
現
地
踏
査
に
よ
る
管
内
国
有
林
の
被

害
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

　

当
管
理
署
の
管
内
は
、
県
内
10
市
町
村
に

お
よ
び
、
管
理
経
営
す
る
森
林
も
約
4
万
ヘ

●
は
じ
め
に

　

7
月
上
旬
の
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り

も
た
ら
さ
れ
、「
令
和
2
年
7
月
豪
雨
」と
名

付
け
ら
れ
た
記
録
的
な
大
雨
は
、
九
州
な

ど
西
日
本
を
中
心
と
し
て
、
全
国
的
に
甚

大
な
豪
雨
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
内
に
お
い
て
も
、
飛
騨
地
域

を
中
心
に
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が

1
，0
0
0
ミ
リ
を
超
え
る
記
録
的
な
大
雨

が
観
測
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
上
回

る
気
象
現
象
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
浸
水
被
害
や
、
農
業
施
設
、
道
路
・
鉄

道
な
ど
の
損
壊
、
ま
た
、
山
地
災
害
が
各

所
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

▲山腹崩壊箇所（下呂市小坂町）

▲森林管理署による現地調査

▲松尾小黒川林道（松尾）（下呂市小坂町）の被災状況
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12月号
予定

12月1日発行イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（184）
●山のおじゃまむし（353）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（95）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（93）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　今年度、まさかの３回目となる森林のたより編集委員となり、６年ぶり

にコラムを執筆させていただくこととなりました。

　６年という月日の流れを振り返ると、世の中の変革とともに、森林・林

業・林産業を取り巻く状況は大きく変わった部分と、相変わらずの部分があると思い

ます。もちろん、自分自身にも…。

　Withコロナの時代となり、個人、企業、団体、行政、社会のあらゆる構成員が、従

来の枠に囚われることなく、変えるべきことを適切に変えていけるかどうか、これま

で以上に問われています。

　では、己はどうなのか。変えるべきことを変えられるのか、変えようと努力している

のか、能力的に変えられないのか、そもそも変える気がないのか、それとも…。

　「森林のたより」編集委員　長屋 公三

森林・林業関係イベントカレンダー（11~2月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

11月17日㈫～
11月20日㈮

フォークリフト
運転技能講習
　【受講資格】
　自動車普通運転
　免許所持者

●講習時間　1日目　学科　  8:20～16:30
　　　　　　　  学科試験   16:30～17:30
　 2～4日目　実技・試験　  8:00～17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

学科　伊自良中央公民館（山県市大門 912-1）
実技　ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

1月8日㈮
造林作業の
指揮者等
安全衛生教育

●講習時間：8:50～16:50
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：11,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

1月14日㈭～
1月15日㈮

木材加工用機械
作業主任者
技能講習

●講習時間：14日～15日　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,600円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

1月20日㈬～
1月21日㈭

リスクアセスメント
担当者安全衛生教育

●講習時間：20日（林業）　　9:20～16:30
　　　　　　21日（製造業）　9:20～16:30
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：12,000円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

2月3日㈬～
2月5日㈮

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間　3日　学科　　8:30～17:10
　　　　　　4日　学・実　8:50～12:00
　　　　　　5日　実技　　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：22,770円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

3 日（学科）・4 日（学・実）
　ぎふ森林文化センター ( 岐阜市六条江東 2-5-6)
5 日（実技） 県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

2月9日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間　学科　  9:20～15:40
　　　　　　実技　15:50～16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

2月16日㈫～
2月19日㈮

フォークリフト
運転技能講習
　【受講資格】
　自動車普通運転
　免許所持者

●講習時間　1日目　学科　  8:20～16:30
　　　　　　　  学科試験   16:30～17:30
　 2～4日目　実技・試験　  8:00～17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

学科　伊自良中央公民館（山県市大門 912-1）
実技　ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195
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市況

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

1,819

520

2,867

2,592

2,808

10,368

1,920

2,520

外材市況（9月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

292

310

306

317
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（9月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

55,000

55,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

59,000

→

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　応札は全体的に活発。 今秋伐採の新木についても優良材展向けを含め
期待感大。スギ4m元木良材には応札旺盛。スギ3m、4m並材は状況が
徐々に緩和し強保合。ヒノキ４ｍ元木良材には応札旺盛。ヒノキ3m、4ｍ
柱、土台取りに復調の兆しあり。価格は上向き気配があり強保合。合板向け
スギ・ヒノキは、荷動きにやや兆しあり。各大型工場より原木受入制限情
報、発電向け未利用材は降ろし場所に指定があり、共販所担当者まで連絡
ください。製紙向けパルプ材の各工場受入は、ほぼ順調。（岐阜）
　スギ3・4ｍ並材の前回市比横ばい。ヒノキ並材は3・4ｍとも引き合いあり
活発。特にヒノキ4ｍ中目材には応札旺盛。ヒメコは応札はあるが価格は伸
び悩む。スギ大径木欠点材出荷については応札低調。広葉樹は出材量が
少なく問い合わせが多い。（飛騨）
　全般的に、スギ、ヒノキ、並材（16～22cm）は、応札旺盛にて強保合。ヒノ
キ元木、良材２ｍ、３ｍ、４ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材））は応札旺盛
にて強保合。ヒノキ元木良材には応札旺盛。ヒノキ並材３ｍ、４ｍ（16～
22cm）は、需要があり価格は上向き気配にて強保合。スギ並材は、３ｍ、４
ｍ（16～28ｃｍ）状況が徐々に緩和し強保合。ヒノキ・スギ６ｍ材需要減。（東
濃）

【商況】

木 材 市 場

木 材 用 語 一 口 メ モ

ＪＡＳ規格に準じ岐阜県が定めた含水率・ヤング係数・寸法などの測定・表示
基準をクリアした ぎふ証明材です。長期優良住宅認定の際、構造計算に適用
できる構造材として使用できます。
※ぎふ証明材とは、合法的に伐採された岐阜県産材です

ぎふ性能表示材

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1740回

10月6日

9月30日

10月1日

岐
阜
共
販
所

第1317回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

17,000
22,800
－
－
－
－
－

44,000
－
－
－
－
－
－

18,000
40,000
25,000
－
－
－

22,200
－
－
－

20,000
22,000
28,000
24,000
35,000
－

30,000
50,000
－
－
－

11,200
9,500

12,000
10,800
9,700
－

15,100
12,300
15,500
12,500
11,500
－

11,000
11,000
10,000
14,500
14,000
14,000
15,000
20,000
8,000
9,000

12,000
12,000
－

15,000
11,200
10,800
12,200
15,500
12,500
15,000
9,000

12,800
16,000
20,000
5,000
6,000

第1649回

東
濃
共
販
所

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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